
第36回名古屋市精神障害者家族交流事業

～こころの健康を願う家族と市民のつどい～

晴れときどき虹

講師

筑波大学 名誉教授
つくばオープンダイアローグハウス院長

斎藤 環 氏

あなたにもできるオープンダイアローグ

10月17日(土)

伏見ライフプラザ5階 鯱城ホール

パネリスト
斎藤 環氏 つくばオープンダイアローグハウス院長
佐藤 博文氏 原駅前ヒロメンタルクリニック院長
池山 豊子氏 NPO法人名古屋市精神障害者家族会連合会 会長

ファシリテーター 本間 貴宣氏 一般社団法人 しん 代表理事

第２部 パネル討論会（14:40～16:00）

第１部 講演会（13:00～1４:30）

主催

後援

問合

NHK厚生文化事業団・中日新聞社会事業団

NPO法人名古屋市精神障害者家族会連合会

HP

052-846-5576 HPの二次元ｺｰﾄﾞ

https://meikaren.sakura.ne.jp/rainbow/

名古屋市・NPO法人名古屋市精神障害者家族会連合会

13:00～16:00（開場 12:30）

要約筆記

手話通訳

磁気ループ席

あり

「私たちにできるオープンダイアローグとは」

本講演会は障害者週間12/3～12/9にYouTubeで公開の予定です。詳細はHPをご参照ください。

入場無料
要事前申込
(裏面参照)

定員：先着 700名



晴れときどき虹

講師
筑波大学 名誉教授
つくばオープンダイアローグハウス院長斎藤 環 氏

１９６１年、岩手県生まれ。１９９０年、筑波大学医学専門学群 環境生態学 卒業。医学博士。爽風
会佐々木病院精神科診療部長（１９８７年より勤務）を経て、２０１３年より２０２４年まで筑波大学医
学医療系社会精神保健学教授。２０２４年から「つくばダイアローグハウス」院長。筑波大学名誉教授。
日本思春期学会理事、日本病跡学会理事。2021年より公益社団法人青少年健康センター会長。専門は思春
期・青年期の精神病理、精神療法、および病跡学。
『関係の化学としての文学』（新潮社）で、2010年度の日本病跡学会賞を受賞。『世界が土曜の夜の夢

なら ヤンキーと精神分析』（角川書店）で2013年に第11回角川財団学芸賞を受賞。『心を病んだらいけ
ないの？ うつ病社会の処方箋』（新潮選書）で2020年に第19回小林秀雄賞を受賞。
オープンダイアローグに関連した著書としては、「オープンダイアローグとは何か」（医学書院）、

「イルカと否定神学ー対話ごときでなぜ回復が起こるのか」（医学書院）など。訳書にヤーコ・セイックラ他
著「開かれた対話と未来」（医学書院）がある。

伏見ライフプラザ
5階 鯱城ホール

アクセス

心の病のある人 その家族の人 支援し見守っている人 心の病に関心のある人へ・・・

名古屋市中区栄一丁目２３－１３
地下鉄鶴舞線
伏 見 駅 6番出口より南へ７分
大須観音駅 4番出口より北へ７分

「オープンダイアローグ」を新しい考えるヒントとして、私たちにできることを講演者、

パネリストと一緒に考えてみたいと思います。

パネル討論会 「私たちにできるオープンダイアローグとは」

あなたにもできるオープンダイアローグ

氏名(必須)＋（人数）

必要な方は〇をつけてください 手話通訳・要約筆記・磁気ループ

連絡先携帯番号(任意)

参加申込

050-3145-2672①FAX

②二次元コード

FAXで右記の事項をお知らせください。

メールアドレスなしでも申込可能。

10/10締切 問合TEL 052-846-5576

今回は、満席を予想しており、事前申込なしで当日会場に見えても入場をお断りする予定です。申込受付は先着
順で、定員に達し次第締切日前でも受付を終了します。お早めにお申込みください。(表面記載のHP参照)

複数人お申込みの場合は、代表者名＋人数

土・日を除く １０時～１５時

合計（ ）人
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